














































































































































作成状況整理表

7.2.5 溶融炉心・コンクリート相互作用

    【凡例】  〇：記載あり

        ×：記載なし

      (〇)：本条文の資料の他箇所に記載

      △：他条文の資料などに記載

女川 泊 まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料3.5.1 安定状態について × ×

泊のMCCIの安定状態については、

評価事故シーケンスが格納容器過圧

破損と同一のため本文で格納容器過

圧破損を引用していることから、ま

とめ資料の作成は不要と判断

まとめ資料を作成していない

添付資料3.5.2 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価について(溶融炉心・コンクリート相互

作用)

添付資料 7.2.5.2 解析コード及び解析条件の不確かさの影響評価について（溶融炉心・コンク

リート相互作用）
〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施するが、操作条件の不確かさの考え方は女川

を踏襲することから女川も含めた３連比較表とする）

添付資料3.5.3 溶融炉心の崩壊熱及び溶融炉心からプール水への熱流束を保守的に考慮する場合並びに

格納容器下部床面での溶融炉心の拡がりを抑制した場合のコンクリート侵食量及び溶融炉心・コンク

リート相互作用によって発生する非凝縮性ガスの影響評価

【水素燃焼の添付資料】

（添付資料 7.2.4.11 溶融炉心・コンクリート相互作用による水素の発生を考慮した場

合の原子炉格納容器内水素濃度について）

（〇） ×⇒〇
（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と「水素燃焼」にて実施）

添付資料3.5.4 プラント損傷状態をＬＯＣＡとした場合の格納容器下部水位の推移 × ×

女川の評価事故シーケンスの起因事

象は給水流量の全喪失を設定してい

るが、起因事象を大LOCAとした場

合の影響を確認したもの。

泊の評価事故シーケンスの起因事象

は元々大LOCAであるため、まとめ

資料の作成は不要と判断

まとめ資料を作成していない

添付資料 7.2.5.1 格納容器破損防止対策の有効性評価における原子炉下部キャビティ水量及び

水位について
〇 ×⇒〇

添付資料 7.2.5.3 コンクリート侵食の侵食異方性について 〇 ×⇒〇

（比較表による一言一句による比較（図表は除く）は同じPWRプラントである

大飯３／４号炉の添付資料と実施）

プラント 泊３号炉 作成状況
まとめ資料の作成を不要とした理由

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

比較表を作成していない理由


